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大阪府 藤井寺市

藤井寺市は、令和８年 11 月１日に市制施行 60 周年を迎えます。これを記念し、

2025 年大阪・関西万博（以下「大阪・関西万博」という。）のシンボル「大屋根リング」の

木材を活用したモニュメントをミャクミャクの生みの親である山下浩平氏のデザイン監修の下、

制作します。

世界最大級の木造建築物であった大阪・関西万博の大屋根リングは、「多様でありなが

ら、ひとつ」というメッセージが込められ、その壮大な姿は多くの来場者に感動をもたらしました。

藤井寺市は、その木材を「公益社団法人 2025 年日本国際博覧会協会（以下「博覧

会協会」という。）」から無償譲渡していただき、市制施行の 60 年の節目と万博の記憶を

刻む財産、レガシーとして後世に伝えます。

――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

■ モニュメントの設置にあたって

（１） 趣旨・経過

本市は、市制施行 60 周年にあたり、市民、とりわけ未来を担う若い世代が将来への

希望、挑戦を諦めないモチベーションを生み出せるような、シンボル的創作物が作れないか、

模索してきました。時よく、大阪・関西万博が大盛況のうちに閉幕し、大屋根リングに使用

された木材の譲渡が広報されていたことから、これを活用し、万博レガシーの継承を併せもち、

後世に語り継がれるような 60周年の記念モニュメントを制作するものです。
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（２） モニュメントのポイント        

◇ 市制施行 60周年記念にふさわしい大屋根リングの標識番号60 の柱を利用
⇒ 万博開催期間中、自分の年齢のリング柱の標識番号で記念撮影することがブームになり、
SNS でも取り上げられ話題となりました。この来歴を汲み、本市還暦の祝いを市民の皆さ
んと共有できる話題のきっかけとなるよう、標識番号60番の柱をもらい受け “ RING 60
（リングロクマル) プロジェクト ”として取り組みます。 

◇ モニュメントの総合デザイン監修を山下浩平氏に依頼 
⇒ ３本の柱と２本の梁によって構成される高さ約３ｍのモニュメントの躯体のデザイン監修を
ミャクミャクの生みの親であり、大阪芸術大学出身で本市とも縁のある、デザイナーで絵本
作家の山下浩平氏が手がけます。モニュメントにはオリジナルのミャクミャクが山下氏自身に
よって描かれます。山下氏自身が直筆で大きなミャクミャクをモニュメントなどの立体物に描く
のはこれが初めてです。 

◇ 木材の加工にあたっては大阪府森林組合に協力を依頼 
⇒ 今回使用する木材は国産の杉・檜木材。約 40cm四方角の大型集成材であり、高度な
加工技術を要することから、大阪府森林組合に協力を求め、柱と梁の組み合わせ方や表
面加工などの助言をいただき、大屋根リングの風合いをできるだけ残した躯体に仕上げます。
譲渡木材を活用した創作物の先鞭を成すもので、作業を通じて得られた国産木材の良さ
や大切さも啓発・発信します。 

◇ モニュメントの制作は博覧会協会との共催プロジェクト 
⇒ モニュメントは藤井寺市市制施行 60 周年を記念するプロジェクトであると同時に、本市や
本市市民が積極的に参画した大阪・関西万博での学びや体験を記憶に留め、万博レガ
シーとして継承することも目的としており、大屋根リング木材のリユース事例としても博覧会
協会から高い評価をいただいたことから、共催事業として実施いたします。 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■ 事前展示（プレ・プロモーション）を展開中 ～大屋根リングの実物柱材を巡回展示 

モニュメントの公開に先がけ、大屋根リングに使用された実物の木材を間近で見られる機会を 
提供し、本事業への機運醸成につなげます。



◇ 展示期間     10 月 30日（金）まで 

◇ 場   所     藤井寺市役所 本庁舎１階 

以降、本市公共施設等で巡回展示 

（場所、スケジュール等は未定） 

―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

■自治体クラウドファンディングによる寄附を募集 
―――――――――――――――――――――――――――――――――――――――― 

本事業は、できるだけ公費（市税）投入を抑制する観点から、国財源である森林環境譲与税
の活用などを予定しており、市民だけでなく全国の万博ファンにとっても心の拠りどころとして、また  
万博レガシーの１つとして、より良いものに仕上げていくためにも、この趣旨に賛同いただける皆様から
その費用として寄附を募集しています。 
寄附金は、このモニュメントの制作・デザインをはじめ、完成セレモニーの費用や万博レガシーの 
継承に資する取組等に活用します。 
◇ 目標金額 200万円  … 10 月 6日時点で未達成のため協力をお願いします 
◇ 実施期間： 令和 8年 10月 31日（土）まで 予定 
◇ 寄附特典： ①個人の方で 1万円以上、法人で 5万円以上のご寄附をいただいた方には、 

寄附者の銘板にお名前を掲出します（ご希望の方のみ）。 
②藤井寺市外在住の寄附者の方には、通常のふるさと納税と同様に寄附額に 
応じた返礼品をお選びいただけます。 

詳しくは、本市ホームページをご覧下さい 

https://www.city.fujiidera.lg.jp/soshiki/seisakukikaku/miryoku/furusato_1/2126

9.html 

■ 今後の予定 

・ 8 月~10月  クラウドファンディング実施   ・ 8 月~10月 大屋根リング木材実物展示 
・ １０月上旬  モニュメントのデザイン確定  ・ １０月下旬  制作開始 
・ 11 月２３日 公開（予定） 



■ 参考画像
――――――――――――――――――――――――――――――――――――――――

藤井寺市は大阪府の南東部に位置し、市域面積が 8.89km2 と大阪府で最も小さい市
ながら、鉄道３駅と西名阪自動車道のインターチェンジなど交通アクセスが良好な
コンパクトな都市を形成しています。市域には、世界文化遺産に登録された古市
古墳群や府下にある国宝としては唯一の千手観音像を有する西国三十三所
五番札所の葛井寺、菅原道真ゆかりの道明寺天満宮などが立地し、歴史資産
が豊富なまちです。
近年は、おしゃれな雑貨屋やカフェが増え、「なかなかのまちなか藤井寺」をキャッチ
フレーズにまちなか観光を推奨するなど、新たな魅力を発信しています。

藤井寺市は、SDGsの目標達成に向けた

取り組みを推進しています。 
藤井寺市 http://www.city.fujiidera.lg.jp 

【本件に関するお問い合わせ先】

大阪府藤井寺市
政策企画部   戦略調整課

担当：湯本 永田
TEL：072-939-1171

E-MAIL：kikaku@city.fujiidera.lg.jp

【注】 モニュメントの画像は、現段階での想定イメージであり、○60の位置などは実際とは異なる場合があります
モニュメントの高さは、約２～３mで右上のキャラクターなどが、柱と梁に描かれます
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